
　　　　　チオグリコール酸の分解度試験成績報告書

t　試験期間　　昭和55年4月10日～昭和55年6月50日

2．　試　科　名　　チオグリコール酸　　（試料慮X－f67）

　　分子式　C2H4028
　　構　造　式

　　　　　　　　　H8C且2COOH

　　　　性　状　　沸点：125℃（29㎜恥）　比重：1．525（20℃）

　　　　　　　　溶解性：水とよぐ混和する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（提示資料による）

義　試験方法及ぴ条件

1競蕪卜生物駅・一一一る

　　　試料濃度：50ppm　汚泥濃度：100ppm　試験期間：4週間

　三1　試験装置

　　　　酸素消費量自動測定機

　さ2　酸素清費量測定

　　　　三1の記録による

玉5　生分解試験後の直接定量法

　　（＆）　使用分析機器

　　　　　全有機炭素分析計，高速液体クロマトグラフ

　　（b）分析試料の前処理

　　　　　　　　　　　L試験蜘
　　　　　　＿一　　　…一一」一｝．＿

耐罫一輩

　＠　分析条件

　　　墾有機炭素分析計（TOC計）

　　　　流速　士C回路　200皿／趾n

　　　　温度　 丁σ炉　　900℃

　　　高速液体クロマトグラフ

　　　　カ　　ラ　 ム　　　　 8血〆×0．5m

　　　　固　 定　 相　　　　 8h（父し●■OHI］pakB－804

　　　　溶離液　　α02H　HIPO4
　　　　流　　　　　速　　　　　　1．5皿1／1nin

　　　検　出　器　　　uv

生　試験結果

t．璽素狙撃る魁11・

t．T・墜よ遜！・即

し。．、一＿＿」畷（列

　

i塾Cに些、結果い・・

付

手　　　1

以下次頁に続ぐ

1』II矧

｝
－
一
2

－
1
1
・
『
ナ
ー
ー
ー
1
1

甲『2
一
5

層



ε　考　　察

　　直接定量及び酸素消費量の結果から供試物質（X－167チオ

グリコール酸）は、ほぼ完全に分解されたと考えられる。

　　左わ、前回の標進法試験（試料濃度100盛皿　，汚泥濃度50ppm）

に勢いて・一8－8一塞の存在が示唆されたが、今回の試験の結果、

　（水＋試料）系では次式のようにチオグリコール酸が酸化され、

ジチオグリコール酸を生じたことがしC分析により確認された。

2H8CH2C・。E＋お・2→且・・CCH28』CH2C・。E＋H2。

チオグリコrル酸　　　　　　　　　ジチオグリコール酸

　（K司67）

　（MW’：92）　　　　　　　　　　　　（MW：182）

（水＋試料）系のLCによる分析結果は次のとむりである。

　　　　　　　　分　析　結　果
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6．備　　考

　　試料の採取は900四標準溶液10mlを水及び基礎培養液290m1

にそれぞれ加えで試験液とした。

　　ク山口メ一夕ーヘのセット状況は次のとむりであった。
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